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抄録　本邦で発生したタネガタマダニ（1953～2005年）およびヒトツトゲマダニ（1976～2005年）
の人体寄生例の報文を通覧して疫学的に検討した．症例数はタネガタマダニが88例（男性32，女
性44，性別不明12），ヒトツトゲマダニが32例（男性10，女性15，性別不明７）である．タネガ
タマダニは南西諸島を，ヒトツトゲマダニは北海道・四国・南西諸島を除く広い範囲に分布してい
た．患者の都道府県別発生数では，タネガタマダニは石川が11例（12.8％），ヒトツトゲマダニは
長野が７例（22.6％）で最も多かった．タネガタマダニの患者は４～９月に発生しており，発生率
は７月の30.6％をピークに，79.0％の患者が５～７月に集中していた．一方，ヒトツトゲマダニの
患者は４～10月（８月を除く）に発生しており，発生率は６月の36.8％をピークに，63.2％が５～
６月に集中していた．患者の年齢は，タネガタマダニが１～87歳で，70歳代（23.7％）が最も多
く，ヒトツトゲマダニでは２～83歳で，50歳代（24.0％）が最も多かった．年齢と性別の関係は，
タネガタマダニでは70歳代の女性（17.1％）が，ヒトツトゲマダニでは50歳代の女性（20.0％）
が最も多かった．虫体の寄生部位は，タネガタマダニでは腹部が11.8％で最も多く，次いで胸部が
10.5％の順で，ヒトツトゲマダニでは頸部・胸部・腕部が各12.5％で最も多く，次いで頭頂部・肩部・
背部・大腿部が各8.3％の順であった．両種とも体幹部への寄生が多く，それぞれ50.0％と45.8％
を占めていた．患者がマダニの寄生を受けた場所については，両種とも大多数が山岳地帯であった．
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緒　言
　マダニ類の多くは山野に生息し，通常は野生
動物（哺乳類・鳥類・爬虫類など）の体表に咬
着寄生して吸血するが，ヒトがマダニ類の生息
地に立ち入ると，ときに衣服などに付着したも
のがヒトの皮膚に咬着して吸血することがあ
る．2005年までに本邦で報告されたマダニ類の
人体咬着症例は1200例を超えている１）．本邦に
生息するマダニ類は古くから知られている野兎
病の他に，近年ではライム病２），日本紅斑熱３，
４）およびバベシア５）などの感染症を媒介する
ことが判明しているので注意が必要である．著
者らは，2005年までに本邦で報告されたマダニ
類の人体寄生症例に関する報文を通覧して疫学
的事項について検討しており，これまでにヤマ
トマダニ256例１，６），タカサゴキララマダニ108
例７），フタトゲチマダニ101例およびキチマダ
ニ57例８），およびシュルツェマダニ248例９）に
ついて報告した．本稿では，マダニ属（Ixodes）
の２種，タネガタマダニ（Ixodes nipponensis 
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Kitaoka & Saito,1967）とヒトツトゲマダニ（I. 
monospinosus Saito,1967）の人体咬着症例につ
いて，それぞれ1953～2005年と1976～2005年の
間に報告されたものについて，患者の地理的分
布・季節的発生状況および虫体の寄生部位など
の疫学的事項に関して若干の考察を加えて報告
する．
症例報文の検索基準
　前報１，６－９）と同様に，タネガタマダニおよ
びヒトツトゲマダニの人体寄生症例の報文は，
主として医学中央雑誌で検索した．一部の症例
は報文中に引用された症例を参考とした．その
際には症例の記述内容を原著で確かめたのち採
用した．症例は発表年順に整理して一覧表を作
成した．各症例に該当する報文の選択に当たっ
ては，学会等での講演抄録だけの場合は抄録掲
載誌としたが，口頭発表後に学会誌その他に発
表された場合は，その論文発表誌を当該症例の
文献とした．また，明らかに同一患者と思われ
る症例が共同研究者や他者によって口頭または
学会誌に掲載されている場合は，その患者に関
わる最初の症例報文掲載誌を当該症例の文献と
した．
症例のまとめおよび考察
　本邦において，1953年（第１例）～2005年に
報告されたタネガタマダニの人体寄生症例は表
１～３に，1976年（第１例）～2005年に報告さ
れたヒトツトゲマダニの人体寄生症例は表４に
要約した．本邦におけるタネガタマダニおよび
ヒトツトゲマダニの人体寄生症例については，
過去に山口（1989）10）が59例および16例を総
括している．表１～４に示すように，タネガタ
表１　Human infestation cases with Ixodes nipponensis reported in Japan (1953 - 1982)
Case
No.
Examined
Date
Patients Lesion sites Authors (year)Age Sex Prefecture
1    ?   .   ? ? ? Tottori Ear canal Nakao (1953) 11)
2    ?   .   ? 9 F    ? Ear canal Yoshioka (1959) 12)
3 1968.   ? 70 M Ishikawa Thigh Miki et al (1972) 13)
4 1971.   6 69 F Shimane Upper abdomen Yamane et al (1973) 14)
5 1971.   7 62 F Shimane Right thorax
6    ?   .   ? 56 M Fukushima Left cheek Hashimoto (1974) 15)
7 1974.   5 4 F Shimane Left head Yamane et al (1975) 16)
8 1974.   7 74 F Shimane Upper abdomen
9 1975.   5 75 F Aomori Neck Takada et al (1976) 17)
10 1975.   6 51 M Aomori Waist
11 1975.   5 72 F Aomori Fore neck Sakai et al (1976) 18)
12 1975.   6 58 M Aomori Waist
13 1960.   9 23 M Nagano Glans Kamimura et al (1977) 19)
14 1977.   7 76 F Gifu Left neck Kumada et al (1978) 20)
15    ?   .   ? 76 F Aichi Left neck Tsuneta (1978) 21)
16 1977.   5 64 F Aichi Occiput Morita et al (1978) 22)
17 1974.   ? 20 M Aomori Eyelid Takada et al (1978) 23)
18 1975.   8 26 M Niigata    ?
19 1978.   6 2 F Kyoto Occiput Matsubara et al (1979) 24)
20 1978.   6 22 M Aichi Lower abdomen Shogaki et al (1979) 25)
21 1979.   5 6 F Aomori Head
Yamaguti et al (1981) 26)22 1980.   5 52 F Aomori Right back
23 1980.   7 9 M Tokyo Occiput
24 1980.   7 23 F Ishikawa Groin
25 1980.   6 46 M Aichi Right thorax Kuno et al (1981) 27)
26    ?   .   ? 52 F Aomori Right thorax Sakai et al (1981) 28)
27 1980.   6 56 M Mie Glans Tochiki et al (1981) 29)
28 1980.   6 58 M Fukuoka Left thorax Yoneda et al (1982) 30)
29 1981.   8 52 M Tokyo Left forearm Iwashige et al (1982) 31)
30    ?   .   ? 21 M Niigata Occiput Sekiguchi (1982) 32)
　M = male, F = female
83沖野，他：タネガタマダニ・ヒトツトゲマダニ寄生例の概観
マダニの症例数は88例（男性32，女性44，性別
不明12）11－73），ヒトツトゲマダニの症例数は32
例（男性10，女性15，性別不明７）23，26，35，55，
56，60，65，68，74－89）である．以下に，タネガタマダ
ニとヒトツトゲマダニ人体寄生症例に関して疫
学的に検討した結果について述べる．
地理的発生状況
　表１～３に示したタネガタマダニ88症例と表
４に示したヒトツトゲマダニ32症例のうち，都
道府県名の記載がない２症例および１症例を除
いた86症例と31症例における患者発生地をそれ
ぞれ図１，２に要約した．患者発生地は，タネ
ガタマダニは南西諸島を，ヒトツトゲマダニは
北海道・四国・南西諸島を除く広い範囲に分布
している．地域別の患者発生地は，両種とも中
部地方が31例（36.0％）および12例（38.7％）
で最も多かった．以下，タネガタマダニでは，
中国地方が25例（29.1％），東北地方が10例
（11.6％），四国地方が６例（7.0％），関東・
九州地方が各５例（5.8％），近畿地方が３例
（3.5％），北海道が１例（1.2％）の順で，ヒト
ツトゲマダニでは，東北地方が９例（29.0％），
近畿地方が５例（16.1％），関東地方が３例
（9.7％），中国・九州地方が各１例（3.2％）の
順である．また，都道府県別の患者発生数は，
タネガタマダニでは石川が11例（12.8％）で最
も多く，次いで島根が10例（11.6％），ヒトツ
トゲマダニでは長野が７例（22.6％）で最も多
く，次いで山形・静岡が各５例（16.1％）である．
このように，両種の寄生患者の過半数が中部以
北の地方で発生しているが，タネガタマダニで
は中・四国地方でも多く発生している．また，
タネガタマダニの症例は今回の88症例のほか
に，中谷（1931）90）が報告した樺太における
小児マダニ寄生症例の８例（外耳道７・鼻腔１）
がある．これらの寄生マダニは Ixodes vicinus（タ
ネガタマダニ）としているが，このマダニは，
表２　Human infestation cases with Ixodes nipponensis reported in Japan (1983 - 1992)
Case
No.
Examined
Date
Patients Lesion sites Authors (year)Age Sex Prefecture
31 1982.   4 1 M Ibaraki Right auricula Kato et al (1983) 33)
32 1982.   5 66 M Kochi Right abdomen Suzuki et al (1983) 34)
33 1981.   7 58 M Akita Right axilla Okabe et al (1984) 35)
34 1984.   7 10 M Gunma Scrotum Okuno et al (1985) 36)
35    ?   .   ? 46 M Hokkaido Right axilla Yoshinaga et al (1985) 37)
36    ?   .   ? 60 M Shimane Right upper arm Tohogi et al (1985) 38)
37 1984.   6 75 F Okayama Left axilla Nakatsukasa et al (1985) 39)
38    ?   .   ? 21 M    ? Right thigh Arai et al (1986) 40)
39 1984.   8 5 F Shimane Right post auricula Imaoka et al (1986) 41)
40 1985.   8 9 F Tokyo Vertex Oka et al (1987) 42)
41 1985.   6 76 F Tottori Right occiput
Fujita (1987) 43)42 1985.   6 80 F Tottori Right upper eyelid
43 1986.   9 63 M Tottori Right back
44 1987.   7 70 M Kochi Right abdomen Ueda et al (1987) 44)
45 1985.   6 86 M Kochi Left thorax
46 1987.   5 64 F Fukuoka Left back Ishibashi et al (1989) 45)
47 1987.   5 80 M Fukuoka Left upper eyelid
48    ?   .   ? 71 M Shimane Shoulder Yamane et al (1989) 46)
49 1988.   4 62 F Shizuoka Right upper eyelid Habuchi et al (1990) 47)
50 1988.   7 3 F Shizuoka Right upper eyelid
51 1988.   5 38 F Okayama Right post auricula Hatsushika et al (1990a) 48)
52 1990.   6 66 F Okayama Left back Hatsushika et al (1990b) 49)
53 1986.   4 58 F Kochi Thorax Suzuki et al (1990) 50)
54 1989.   4 82 F Kochi Neck
55    ?   .   ? 58 F Yamaguchi Right ear canal Nishikawa et al (1992) 51)
56 1987.   7 1 F Shimane Left auricula
Yazaki et al (1992) 52)57 1990.   7 68 F Shimane Left neck
58 1990.   7 80 F Tottori Right thigh
　M = male, F = female
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図１　Geographical distribution of human ixodiasis nipponensis reported in Japan.
図２　Geographical distribution of human ixodiasis monospinosus reported in Japan.
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現在シュルツェマダニ（I. persulcatus Schulze, 
1930）の疑いもある10）．さらに，これら８症例
は患者発生地が日本列島から外れるので今回の
症例には加えなかった．
年次別症例数
　タネガタマダニの88症例のうち，マダニ咬
着年が不明の24症例を除いた64症例の年次別
症例数は，1960～1969年が２例（3.1％；男性
２），1970～1979年が15例（23.4％；男性５，
女性10），1980～1989年が28例（43.8％；男性
13，女性14，性別不明１），1990～1999年が15
例（21.9％；男性５，女性10），2000～2004年
が４例（6.3％；男性１，女性３）である．また，
ヒトツトゲマダニの32症例のうち，マダニ咬着
年が不明の10症例を除いた22症例の年次別症例
数は，1974～1979年が５例（22.7％；男性３，
女性２），1980～1989年が６例（27.3％；男性３，
女性３），1990～1999年が９例（40.9％；男性３，
女性６），2000～2004年が２例（9.1％；女性２）
である．両種とも山口（1989）10）が指摘した
ように，1970年以降のマダニ刺症例が増加した
時期に多く発生している．
季節別発生数
　タネガタマダニ88症例とヒトツトゲマダニ32
症例のうち，マダニ咬着月が不明の26症例およ
び13症例を除いた62症例と19症例における季節
別発生数を図３に示した．タネガタマダニの
患者は４～９月に発生しており，７月が19例
（30.6％）で最も多かった．一方，ヒトツトゲ
マダニの患者は４～10月（８月を除く）に発生
しており，６月が７例（36.8％）で最も多かった．
山口（1989）10）は，本邦における主要なマダ
表３　Human infestation cases with Ixodes nipponensis reported in Japan (1993 - 2005)
Case
No.
Examined
Date
Patients Lesion sites Authors (year)Age Sex Prefecture
59 1991.   7 54 F Okayama Right abdomen Hatsushika et al (1993) 53)
60 1993.   6 7 6 M Okayama Thorax
61    ?   .   ? ? ? Ishikawa    ?
Oikawa et al (1994) 54)
62    ?   .   ? ? ? Ishikawa    ?
63    ?   .   ? ? ? Ishikawa    ?
64    ?   .   ? ? ? Ishikawa    ?
65    ?   .   ? ? ? Ishikawa    ?
66 1984.   6 ? ? Nagano Auricula Uchikawa et al (1994) 55)
67 1993.   8 71 F Nagano Upper abdomen Uchikawa et al (1995) 56)
68 1995.   4 64 F Hiroshima Right axilla Hatsushika et al (1996) 57)
69 1995.   7 58 M Nagano Right shoulder Uchikawa et al (1996) 58)
70 1996.   5 75 F Hiroshima Abdomen Hatsushika et al (1997) 59)
71 1996.   7 58 F Nagano Left upper arm Uchikawa et al (1997) 60)
72 1996.   7 54 M Nagano Left lower thigh
73 1997.   7 70 F Hiroshima Left lower thigh Hatsushika et al (1998) 61)
74 1997.   6 70 M Fukui Thorax Sakakibara et al (1998) 62)
75    ?   .   ? 70 F Mie    ? Isoda et al (1999) 63)
76 1998.   5 77 F Ishikawa Right axilla Watanabe et al (1999) 64)
77    ?   .   ? ? ? Shizuoka    ?
Kadosaka et al (2000) 65)78    ?   .   ? ? ? Shizuoka    ?
79    ?   .   ? ? ? Gifu    ?
80 1999.   7 58 M Oita Both lower thighs Miyahara et al (2001) 66)
81 2000.   8 68 F Shimane Abdomen Oyama et al (2001) 67)
2！822！    ?   .   ? ? ? Shizuoka    ? Kino et al (2001) 68)
83    ?   .   ? 67 F Ishikawa Upper umbilicus Takeda et al (2002) 69)
84    ?   .   ? 80 F Tottori Right axilla Aso (2003) 70)
85 2004.   5 74 F Ishikawa Buttock Fujita et al (2004) 71)
86 2004.   7 10 M Ishikawa Left occiput
87 2003.   6 87 F Oita Right groin Anzai et al (2004) 72)
88    ?   .   ? ? ? Ehime    ? Kurozumi (2005) 73)
　2！ = A case of infestation with two adult ticks
　M = male, F = female
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ニ類の人体咬着時期は４～10月に集中すると述
べている．タネガタマダニの人体咬着の時期に
ついては49例（79.0％）の患者が５～７月に，
ヒトツトゲマダニでは12例（63.2％）の患者が
５～６月にマダニ咬着の被害を受けており，両
種については，山口（1989）10）の指摘した時
期の前半に集中して発生していた．
年齢と性別分布
　タネガタマダニ88症例とヒトツトゲマダニ32
症例のうち，年齢不明の12症例および７症例を
除いた76症例（男性32，女性44）と25症例（男
性10，女性15）における患者の年齢と性別の分
布を図４に示した．タネガタマダニの患者の年
齢は１～87歳で，70歳代の患者が18例（23.7％）
で最も多く，次いで50歳代が16例（21.1％）で
あった．一方，ヒトツトゲマダニの患者の年齢
は２～83歳で，50歳代の患者が６例（24.0％）
で最も多く，10歳代と70歳代の患者はみられな
かった．両種とも男性よりも女性がマダニ咬着
の被害を多く受けていた．
　タネガタマダニにおける患者の年齢と性別の
組み合わせでは，70歳代の女性が13例（17.1％）
で最も多く，50歳以上の女性が34例（44.7％）
と中高年の女性に多い傾向を示した．一方，
ヒトツトゲマダニにおける患者の年齢と性
別の組み合わせでは，50歳代の女性が５例
（20.0％）で最も多かったが，症例数が少ない
ためかその他に特別な傾向はみられなかった．
山口（1989）10）は，マダニ刺症例の患者に関して，
小児（０～９歳）が1984年以降に増加している
と述べている．タネガタマダニの寄生例におい
表４　Human infestation cases with Ixodes monospinosus reported in Japan (1976 -2005)
Case
No.
Examined
Date
Patients Lesion sites Authors (year)Age Sex Prefecture
1 1976.   ? 49 M Tokyo Left upper back Hino et al (1976) 74)
2 1974.   6 2 4 F Aomori Forearm Fujita et al (1977) 75)
3 1977.   5 22 M Aomori Neck Takada et al (1978) 23)
4    ?   .   ? 61 M Yamagata Upper thigh Saito et al (1978) 76)
5 1979.   6 25 F Yamagata Vertex Yoshida (1980) 77)
6 1978.   9 35 M Aomori Neck Yamaguti et al (1981) 26)
7    ?   .   ? 3 2 F Yamagata Post auricula Sakurai (1983) 78)
8    ?   .   ? ? ?    ?    ? Kumada (1983) 79)
9 1987.   7 31 M Yamagata Right hand Akiyama (1984) 80)
10 1981.   9 44 M Akita Left forearm Okabe et al (1984) 35)
2！112！ 1983.   5 58 F Yamagata Left thorax Yoshida (1985) 81)
12 1987.   5   2 F Kanagawa Occiput Ozawa et al (1988) 82)
13 1989.   ?   6 F Shiga    ? Takahashi et al (1990) 83)
14 1989.   ?   8 M Shiga Trunk
15 1990.   4 58 F Kanagawa Right shoulder Ishii et al (1991) 84)
16 1993. 10 52 F Nagano Right back Uchikawa et al (1994) 55)
17 1993.   5   6 M Nagano Vertex
Uchikawa et al (1995) 56)18    ?   .   ? 20th F Nagano Upper arm
19 1994.   6 69 M Nagano Right clavicula
20 1994.10 54 F Nagano Right neck
21 1996.   6 68 F Nagano Left shoulder Uchikawa et al (1997) 60)
22 1996.   6 59 M Kagoshima Left thigh Yamamoto et al (1997) 85)
23 1997.   6 83 F Hyogo Left axilla Tanaka (1998) 86)
24    ?   .   ? ? ? Nagano    ? Kadosaka et al (2000) 65)
25    ?   .   ? ? ? Shizuoka    ?
Kino et al (2001) 68)
26    ?   .   ? ? ? Shizuoka    ?
27    ?   .   ? ? ? Shizuoka    ?
28    ?   .   ? ? ? Shizuoka    ?
29    ?   .   ? ? ? Shizuoka    ?
30 2001.   4 61 F Shimane Left groin Ozasa et al (2001) 87)
31 1999.   6 55 F Osaka Thorax Yamashita et al (2002) 88)
32 2004.   5 62 F Kyoto Left thorax Yamada et al (2005) 89)
　2！ = A case of infestation with two adult ticks
　M = male, F = female
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図３　Monthly number of cases of Ixodes nipponensis and I. monospinosus infestation
図４ 　Age and sex distribution of 76 patients reported to be infested with human ixodiasis nipponensis (upper) and 
25 patients reported to be infested with monospinosus (below).
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図５ 　Infestation sites of Ixodes nipponensis on the human body in the 76 reported patients.
図６ 　Infestation sites of Ixodes monospinosus on the human body in the 24 reported patients.
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て小児寄生例は50歳～70歳代の高齢者に次いで
多い傾向がみられた．
虫体の寄生部位
　タネガタマダニ88症例とヒトツトゲマダニ32
症例のうち，寄生部位の記載がない12症例およ
び８症例を除いた76症例と24症例における虫体
の咬着部位を図５，６に示した．このうち，症
例番号80（表３）と11（表４）は虫体の同時２
個体咬着例である．
　両種における虫体の寄生部位は，体幹が最
も多く，それぞれ38例（50.0％）および11例
（45.8％）で，タネガタマダニでは頭・頸部が
29例（38.2％）， 四肢が９例（11.8％），ヒトツ
トゲマダニでは頭・頸部が７例（29.2％），四
肢が６例（25.0％）の順であった．タネガタ
マダニの寄生部位をさらに細別すると，腹部
が９例（11.8％）で最も多く，次いで胸部が８
例（10.5％），以下，後頭部・頸部・腋窩部・
大腿部が各６例（7.9％），耳介・眼瞼が各５例
（6.6％），背部が４例（5.3％），外耳道・腕部
が各３例（3.9％），頭部・肩部・腰部・鼠蹊部・
亀頭部が各２例（2.6％），頭頂部・頬・臍・臀
部・陰嚢が各１例（1.3％）の順であった . また，
ヒトツトゲマダニの寄生部位をさらに細別する
と，頸部・胸部・腕部が各３例（12.5％）で最
も多く，次いで頭頂部・肩部・背部・大腿部が
各２例（8.3％）で，以下，後頭部・耳介・鎖骨部・
腋窩部・体幹・鼠蹊部・手が各１例（4.2％）
の順であった . マダニ類の人体寄生部位に関し
て山口（1989）10）は，ヤマトマダニは眼瞼，
タカサゴキララマダニでは趾間・陰部・肛門周
囲など下半身の湿部を選択して咬着する傾向に
あり，その他の種類では露出部・被覆部を問わ
ず咬着すると述べている．上述のように，両種
ともに体幹への咬着例が多くみられたが，タネ
ガタマダニでは下半身への寄生が頭部・頸部に
次いで多い12例（15.8％）あり，下半身を選択
する傾向が若干あるが，ヒトツトゲマダニでは
頭・頸部・四肢にも同程度に咬着例がみられ，
露出部や被覆部の別なく咬着するものと思われ
る．
マダニ咬症の受傷場所
　前報１，６－９）でも述べたように，マダニ類が
患者に咬着した場所について記載している報文
は少ない．タネガタマダニ88症例のうち，咬着
場所について記載している31症例では，登山が
８例（25.8％；男性６，女性２）で最も多く，
次いで自宅の庭が４例（12.9％；女性４），以下，
魚釣り（野宿）が３例（9.7％；男性３），森林・
自宅の裏山・農作業・草刈り・山菜採りが各２
例（6.5％；男性３，女性７），竹やぶ・放置納
屋・放牧場・植物採集・昆虫採集・川に遠足が
各１例（3.2％；男性２，女性４）である．ま
た，ヒトツトゲマダニ32症例のうちで受傷場所
を記載している16例では，登山が８例（50.0％；
男性４，女性４）で最も多く，次いで山が５例
（31.3％；男性２，女性３），以下，山林・山
菜採り・山菜処理中が各１例（6.3％；男性１，
女性２）である．このように，両種ともに咬着
した場所としては山岳地帯が多い．
　マダニ寄生症例では，患者の治療にまで言及
した報文は極めて少ない．一般には虫体除去後，
寄生部位にリンデロン軟膏の塗布など皮膚科的
治療が施されているが，マダニが媒介するライ
ム病２）や日本紅斑熱３，４）などの発症が考慮さ
れる症例では，咬着虫体を周囲の皮膚を含めて
切除して，患者にはテトラサイクリン系抗生剤
の投与が推奨されている91）．
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Bibliographical Studies on Human Cases of Hard Tick (Acarina: Ixodidae)
Bites in Japan 
(4) Cases of Ixodes nipponensis and I. monospinosus Infestation
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ABSTRACT  This paper reviewed the significant literature on human infestation with the hard 
ticks, Ixodes nipponensis (Kitaoka & Saito, 1967) and I. monospinosus (Saito, 1967) occurring 
in Japan between 1953 and 2005, and between 1976 and 2005, respectively. A total of 88 
patients (32 males, 44 females, 12 unknown) infested by I. nipponensis, and 32 patients (10 
males, 15 females, 7 unknown) infested by I. monospinosus were reported in the literature. 
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For I. nipponensis, the tick infestation of the reported cases occurred in the period from April to 
September, with the highest incidence being found in July (30.6%). For I. monospinosus, the tick 
infestation of the reported cases occurred in the period from April to October except for August, 
with the highest incidence being found in June (36.8%). The age ranges of the I. nipponensis and 
I. monospinosus patients were from 1 to 87 and 2 to 83 years of age, respectively. The highest 
incidence of I. nipponensis and I. monospinosus was found in persons in the seventies (23.7%), 
and in the fifties (20.0%), respectively. For both species, the most common infestation site of 
the patients was on the skin of the trunk (50.0% and 45.8%), particularly the abdomen (11.8%) 
for I. nipponensis, and the neck, thorax and forearm region (12.5% each) for I. monospinosus. 
For both species, the tick bites in the majority of the cases were principally acquired in 
mountainous areas.
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